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【小中一貫校八田小中学校の教育】  

１．教育目標 「ふるさとの未来（あす）を創造する児童生徒の育成」 

         ～知・徳・体の調和のとれた児童生徒の育成を目指して～ 

 

２．『八田 Children first』「明るい  伸びゆく  夢みる」児童から「未来を展く  理想は高く  世界をめざす」生徒へ  

 小中一貫校八田小中学校の教育は，【八田 Children first 】をコンセプトに『１．学習をつなぐ ２．児童生

徒をつなぐ ３．教職員をつなぐ ４．学校・家庭・地域をつなぐ』の４つの『つなぐプロジェクト』を柱とし，

義務教育９年間が「途切れのない連続させた教育」となるよう取り組みます。 

 

３．めざす児童生徒像 

 ○ふるさとを大切に思う児童生徒 

 ○変化の激しい先行き不透明な社会に対応できる主体性のある児童生徒 

 ○自律性・豊かな人間性を持ち，たくましく生きていくための健康，体力を持った児童生徒  

【学校経営の概要】  

１．校訓 『日日新』（ひびあらた） 

２．学校教育目標 

    心豊かで かしこく 心身ともに健やかな生徒の育成 

３．めざす生徒像 

     ＝「知育・徳育・体育」の調和のとれた人間形成＝ 

           は     励んで学び，確かな知識を持つ生徒         (知育)  → 知の力 

           っ     強い精神と身体を持つ生徒                (体育)  → 体の力 

           た     助け合い，いたわり合う心を持つ生徒       (徳育)  → 心の力 

 ４．経営の基本方針 

  (1)すべての教育活動を生徒の育成に収斂する。 

  (2)山梨県学校教育指導重点，南アルプス市学校教育大綱及び教育振興プラン，各種法令に則った教育活動を

行う。 

  (3)小中一貫校として，開かれた・特色ある・信頼される学校づくりに努める。 

  (4)生徒が安心して，安全に生活できる学校づくりに努める。 

 (5)日常での教師と生徒の信頼関係を基盤として，生徒理解を深め，一人ひとりのよさや可能性が生かされる

ように努める。 

 (6)教職員としての資質能力向上を図り，信頼される教育活動の実践・展開に努める。  

 (7)家庭・地域等との連携により，望ましい教育環境づくりに努めるとともに，外部機関等との信頼関係の構

築にも努める。 

５．経営の柱 

【確かな学力の育成】 

    (1)個に応じたきめ細やかな指導 

   (2)社会情勢に対応した教育 

   (3)特別支援教育の充実 

【豊かな心の育成】 

   (1)ふるさと教育の推進 

(2)情操教育の充実 

  (3)一人ひとりを大切にした教育・指導体制の充実 

 【健やかな体の育成】 

   (1)体力の向上 

   (2)食育・健康教育の推進  

【学びを支える環境の整備】 

  (1)教職員の資質・能力向上 

  (2)家庭・地域と連携した学校づくり 

  (3)小中一貫教育の推進 

  (4)危機管理体制の整備・充実 



Ⅰ全体評価 

 １．教職員の自己評価 ２１名実施 

  ※昨年度南アルプス市より「小中一貫校八田小中学校」に制定され，自己評価の項目も小学校と同一のものとし

た。本年度は新型コロナウイルス感染症による影響（臨時休校・新たな生活様式）で，当初計画されていた教育

活動を思うように実施できなかった。しかし，コロナ対策を行いながら，工夫して日々の活動を行ってきている。 

 

  (１) 本年度の特徴 

① Ａ・Ｂ（肯定的評価）の合計が１００％の項目 ６項目 

「学校経営 1：生徒は楽しく学校生活を送っている」 

「学校経営 3：学校教育目標達成のために『授業づくり』『安全・安心な学校生活』『いじめのない学校』の

教育活動に取り組んでいる」 

「学校経営 4：家庭に適切な連絡や情報提供を行っている」 

「学校経営 5：生徒の安全が確保されるように防災教育・防犯教育等を整えている」 

「生徒指導 14：いじめなどのない楽しい学級づくりに努めている」 

「生徒指導 15：保護者（家庭）とは密に情報交換し，指導に取り組んでいる」 

 

② Ａ・Ｂ（肯定的評価）の合計が９０％未満の項目 ７項目 

  「学校経営 7：ライフ・ワーク・バランスを意識した業務改善を行っている」（81.0%） 

「教育課程・学習指導 10：八田小中スタンダード（含む，教科別年間指導計画）を活用している」（89.5%） 

「教育課程・学習指導 11：八田小中学習スタンダード（学習スキル・学習プロセス・学習モデル・学習ツー

ル・学習チーム・学習ルール）を意識した授業づくりを進めている」（84.2%） 

「教育課程・学習指導 12：計画的な家庭学習の手立てをしている」（78.9%） 

「特色ある開かれた学校 17：開かれた学校を意識した，学校開放日等，保護者や地域に対し努力している」

（85.7%） 

「特色ある開かれた学校 18：教育活動等の中に地域の人材や施設を利用し，地域の教育力を生かす体制が整

えられている（学校応援団や子供を守る会）」（81.0%） 

「特色ある開かれた学校 19：合唱活動や運動会（体育祭）等の特色ある学校行事が充実するように努めてい

る」（85.7%） 

  

③ Ｄ(否定的評価)がついた項目 ３項目 

  「学校経営 7：ライフ・ワーク・バランスを意識した業務改善を行っている」 

  「特色ある開かれた学校 17：開かれた学校を意識した，学校開放日等，保護者や地域に対し努力している」 

  「特色ある開かれた学校 18：教育活動等の中に地域の人材や施設を利用し，地域の教育力を生かす体制が整

えられている（学校応援団や子供を守る会）」 

 

  (２) ２学期の取組課題（自由記述より抜粋）〇の中の数字は，項目番号 

②学年通信等で，小中一貫校の教育目標を生徒にはもっと意識させたい。 

②より一層地域愛のある生徒にするため，地域に関連した学習を増やしていく。 

②生徒一人ひとりがどのような目標を持って過ごしているか把握していない部分もあるため，子供たちの目標

をコミュニケーションの中でたくさん聞いていきたいと思う。 

②生徒たちに，未来（進路）を考える機会を提供するよう意図したい。 

⑤今年は防犯に関わる講演ができなかった分，教員の力でおぎないたい。チラシなどは積極的に配布する。 

⑥小中一貫校として，コロナに配慮した交流が何かあればと思う。 

⑦定時で帰れる日は滅多になく，家庭が犠牲になっている。 

⑩教科別年間計画の活用が十分ではなかったため，一層活用する。 

⑩年度の始めに見る程度になってしまっている。 

⑪体育の授業におけるスタンダードの活用を模索中。 

⑫家庭学習を増やしていく。学習習慣の定着を狙う。 

⑫家庭学習の必要性は感じているが，手立てはあまりできていない。 

⑫家庭学習の習慣が身についていない生徒が多い。提出物の未提出の生徒がまだ多い。 

⑭言葉や行動が乱暴な生徒を時々見かけるが，その生徒に対する声掛けが不足している。見かけたらその場で

伝えていくように努める。 

⑰開かれた学校を意識できていないことが多い。 

⑰学校開放日が，コロナ対応のためできなかった。 

⑰保護者や地域に対して，今年度は可能な限りやっていると考える。 

⑱地域の資源を把握することができていないため，主体的に把握していく。 

⑱地域の教育力を生かす体制づくりが，意識できていないことが多い。 

⑲コロナウイルス感染症の予防対策をしながら，合唱活動に力を入れていきたい。 

⑲特色ある学校行事について，今年度は可能な限りやっていると考える。 

⑲特色ある学校行事が，コロナ対応のためできなかった。 



⑳すれちがった時の挨拶がさわやかにできる学校を目指していきたい。そのために自分から元気よく挨拶する

ことを心がけたい。 

⑳立腰教育をもっと意識させるために，生徒の目に触れるところに掲示をしたり，声掛けをしたりする。 

⑳立腰の意識を高めていく。声かけを行う。 

⑳授業の時や集会の時の「あいさつ」をもう少し全校できちんとできるように意識したい。 

○他 アドジャンをやり始めて「人前で話すことに慣れてきた」とタイムくんに書いてあり，たくさん経験させる

ことが大切だと思った。 

○他 応援の取り組みを通して，伝統の３本の木への意識が高まった。挨拶・返事は，まだ発展途上である。 

 

２．学校生活に関する生徒アンケート １７３名実施 

  ※昨年度より小学校とほぼ同様の項目とした。ただし，発達段階が違うので表現が少し異なっている。 

 

  (１) 本年度の特徴 

  ① Ａ・Ｂ（肯定的評価）の合計が８０％以上の項目(全校集計から)   

  １９項目中１３項目において，肯定的評価が８０％以上となっている。また，９０％以上が９項目あり，

概ね良い結果が得られている。肯定的評価が８０％未満で，課題と考えられる項目は，各学年において以下

のようである。 

 

   ② Ａ・Ｂ（肯定的評価）の合計が８０％未満の項目 

   ア １年生の評価 

     ６項目。 

「あなたは，授業中発言をしますか（小グループでの話し合い時も含む）」（74.5%） 

「あなたは，背筋を伸ばし，良い姿勢で学習していますか」（62.7%） 

「あなたは，宿題以外にも家庭学習（塾や家庭教師を除く）に取り組んでいますか（自主学習ノートを含む）」

（55.0%） 

「あなたは，家で読書をしていますか（宿題を除く）」（66.7%） 

「あなたは，困ったことや心配なことがあったら，先生に相談しますか」（72.5%） 

「あなたは，平日の睡眠時間はどのくらいですか」 

  ９時間以上…１２人 ８時間ぐらい…１９人 ６～７時間ぐらい…１５人 ６時間未満…５人 

 

   イ ２年生の評価  

     ７項目。 

「あなたは，授業中発言をしますか（小グループでの話し合い時も含む）」（51.7%） 

「あなたは，背筋を伸ばし，良い姿勢で学習していますか」（76.7%） 

「あなたは，宿題以外にも家庭学習（塾や家庭教師を除く）に取り組んでいますか（自主学習ノートを含む）」

（71.7%） 

「あなたは，家で読書をしていますか（宿題を除く）」（63.3%） 

「あなたは，困ったことや心配なことがあったら，先生に相談しますか」（78.3%） 

「あなたは，平日の睡眠時間はどのくらいですか」 

  ９時間以上…５人 ８時間ぐらい…２４人 ６～７時間ぐらい…３１人 ６時間未満…０人 

「あなたは，家の人に学校の様子を話していますか」（78.4%） 

 

    ウ ３年生の評価 

  ７項目。 

「あなたは，授業中発言をしますか（小グループでの話し合い時も含む）」（69.3%） 

「あなたは，背筋を伸ばし，良い姿勢で学習していますか」（61.3%） 

「あなたは，宿題以外にも家庭学習（塾や家庭教師を除く）に取り組んでいますか（自主学習ノートを含む）」

（69.4%） 

「あなたは，家で読書をしていますか（宿題を除く）」（57.4%） 

「あなたは，困ったことや心配なことがあったら，先生に相談しますか」（61.3%） 

「あなたは，規則正しい生活（早寝・早起き・朝ごはん）ができていますか」（79.0%） 

「あなたは，平日の睡眠時間はどのくらいですか」 

  ９時間以上…７人 ８時間ぐらい…１１人 ６～７時間ぐらい…４１人 ６時間未満…３人 

 

（２）備考欄への記述 

小学生のアンケートにはないが，中学生には１学期の振り返りから「要望事項や気付いたこと」を書いてもら

っている。他のアンケート調査と重なったこともあり，今回は記述が非常に少なかった。 

   ・教科書を読む時間が欲しい。 

   ・授業中無駄話をしてしまった。 

   ・提出期限の長い宿題などが提出できなかった。 



（３）２学期の取組課題（肯定的評価が８０％未満の５項目を課題とする） 

    「あなたは，授業中発言をしますか（小グループでの話し合い時も含む）」（64.7%） 

    「あなたは，背筋を伸ばし，良い姿勢で学習していますか」（67.0%） 

    「あなたは，宿題以外にも家庭学習（塾や家庭教師を除く）に取り組んでいますか（自主学習ノートを含

む）」（65.8%） 

    「あなたは，家で読書をしていますか（宿題を除く）（62.2%） 

    「あなたは，困ったことや心配なことがあったら，先生に相談しますか」（70.5%） 

３．お子さんに関する保護者アンケート １７１名実施 

※昨年度より項目を小学校と同一のものとした。兄弟姉妹がいる場合も，生徒数分の回答をお願いした。 

 

(１) 本年度の特徴 

  ① Ａ・Ｂ（肯定的評価）の合計が８０％以上の項目(全校集計から)  

  １４項目（除携帯電話項目）中１１項目において，肯定的評価が８０％以上となっている。また，そのうち

９０％以上が５項目である。 

 

   ② Ａ・Ｂ(肯定的評価)の合計が８０％未満の項目 ３項目 

「お子さんは，授業の内容が分かっていると思いますか」（77.8%） 

「お子さんは，宿題（課題）を忘れずにしていますか」（77.8%） 

「お子さんは，宿題の他にも家庭学習（塾や家庭教師は除く）をしていますか」（51.8%） 

 

  ③ 携帯電話の項目 

    「お子さんに携帯電話を持たせていますか」 はい…１２４人     いいえ…４５人 

                        （①31 人②42 人③51 人） （①16 人②18 人③11 人） 

    「携帯電話を持たせている場合，お子さんと使い方についてルールを決めていますか」 

                         はい…１１２人     いいえ…１６人 

                        （①31 人②36 人③45 人） （①３人②６人③７人） 

 

 

（２）備考欄への記述（抜粋） 

・雨の日に部活があるかどうかわからない時メール連絡をして欲しい。 

・１日１ページなど量的な問題より質を重視した家庭学習をした方が良い。 

・子供自身なぜこのようなルールがあるのか，なぜ守る必要があるのか理解できていないようで，理不尽だと

思っている。学校にルールは必要だが，「守らないといけないから」とか「ルールだから」という回答でな

く，どうして守る必要があるのか子供が納得できる回答をしていただきたい。なぜ体育着をズボンに入れな

いといけないのか？なぜくつ下のくるぶしソックスがダメなのか？など。 

・授業参観，学校行事が無かったので，子どもの様子をよく知る機会となっているか，よくわからない。 

・普段から友達の嫌がる様な行為をする子に，嫌な事，間違った事をされ先生に報告したが「〇〇君はいつも

そんなんだよ～」と返されたと聞いた。その後の対応があったとは聞いていないので，間違った行為をした

子には，正しい対応をお願いしたい。 

・今，コロナ禍の中，学校では密閉は避けていると思うが，密集，密接（子供同士の）は避けられてはいない

と思う。又，それを見ても指導しない教師もいる。先々，不安を感じる。 

・不登校になってしまう生徒を一人でも減らす活動を行う事で，より良い学校になると思う。どのクラスでも

必ず一人は不登校の生徒がいる事は，とても悲しい事だ。 

・学校だよりの他に，メールで高校説明会等について配信いただけ，とても助かり，わかりやすくよかった。

今後も子どもたちのためによろしくお願いしたい。 

・最近は学校へ行ける行事がないので，子ども達の様子を写真にとって学年通信などにのせてもらえるとうれ

しい。 

・部活で使う外水道（玄関横）が，鉄の味がする水が出るそうだ。修理してほしい。 

・コロナ禍で，例年とは異なる教育環境にあると思うが，より厳しい対応で生徒のご指導をお願いしたい。 

・いつもお世話になり有難たく思う。コロナなどでイレギュラーな事が多い中，先生方には感謝している。こ

れからも是非とも宜しくお願いしたい。 

・家庭で携帯電話の使い方についてのルールはあるが，子どもは守っていない。  

 

（３）２学期の取組課題（肯定的評価が８０％未満の３項目を課題とする） 

    「お子さんは，授業の内容が分かっていると思いますか」（77.8%） 

    「お子さんは，宿題（課題）を忘れずにしていますか」（77.8%） 

    「お子さんは，宿題の他にも家庭学習（塾や家庭教師は除く）をしていますか」 （51.8%） 



 Ⅱまとめ(成果と課題)。 
１学期は，新型コロナウイルス感染症の影響で，４８日間（５月２５日～７月３１日）という短い期間となっ

てしまった。感染症蔓延防止のため「健康チェック」や「消毒作業」等を継続し，３密を避けながらの活動を行

ってきた。今後も十分な対策を講じながら，「新しい生活様式」を踏まえた活動をしていかなければならない。

そのような状況ではあるが，「教職員自己評価」「生徒アンケート」「保護者アンケート」の結果から，特に，

今後以下の事柄について改善をしていく必要がある。 

 

（１）学習保障と学力向上のための取組 

 【成果】 

 ○昨年度「南アルプス市立小中一貫校八田小中学校」として新たなスタートを切り，義務教育９年間を見通した

教育課程を実施している。 

 〇南アルプス市指定「学びの質を高める授業づくり推進事業」において，校内研究会（既に８回実施）で研究を

深めることができた 

 〇臨時休校中に教材研究をしっかりとすることができた。 

 ○生徒自ら（生徒会の取組）が，本年度も授業規律について考えることができた。 

 〇夏季休業の短縮や行事の精選等により，生徒の学習保障ができる見通しが立っている。 

 【課題】 

 〇コロナ禍の中で，授業時数を如何に確保していくか。 

 ○コロナ禍の中で，「主体的・対話的で深い学び」を如何に実現するか。 

 〇授業の「振り返り」から，家庭学習に如何につなげていくか。 

 【対策】 

 ○現在のところ計算上は必要となる授業時数が確保されてはいるが，今後コロナの第２波・第３波が来ることを

考えると見通しを持った授業計画を立てる必要がある。文科省から出されている「学習活動の重点化」について

の内容を各教科で確認し，効率的な授業を行う。 

 ○ＧＩＧＡスクール構想（高速通信ネットワーク・一人一台端末）が前倒しになり，南アルプス市でも今年度中

に実現されることとなった。それによって双方向のオンライン授業も可能となり，もし臨時休校がまたあったと

しても，授業を進めることができる。 

 ○業務改善（行事等の見直しや働き方改革等）を行うことで，生徒と向き合う時間や教材研究等の時間をしっか

りと確保する。 

 ○生徒会で考えた授業の取り組み方を生徒自身で徹底していく。 

 〇小グループによる協働学習がなかなかできない現状がある。そのような中でも，「主体的・対話的で深い学び」

ができるような授業を創造していく。 

 〇アドジャンタイム（毎週水曜日に実施：「かかわりの力」の構成要素「自尊感情」「ソーシャルスキル」を育

むための手立て）を継続し，ソーシャルスキルを身につけさせるとともに，学級の人間関係づくりを行っていく。

『授業の基盤は学級経営の充実にあり』 

 〇昨年度に引き続き，「学級力アンケート」「「主体的・対話的で深い学び，自己評価シート」「Ｑ－Ｕ」「つ

なぐシート」等を実施し，分析をしながら，全校体制で授業改善に取り組む。 

 ○県教委から出されている「学びの甲斐善八か条」を基に，家庭学習の定着を図る。 

 〇昨年度から実践しているＯＰＰＡ（One Page Portfolio Assessment）を継続し，授業の「振り返り」を家庭

学習につなげる。活用型の学習（深い学び）として，問題作りにチャレンジさせる。 

 〇小学校とも連携し，学力（家庭学習）強化週間を設定する。 

 

（２）いじめ・不登校に対する取組 

 【成果】 

 〇「学校いじめ防止基本方針」を昨年度末に見直し，４月の職員会議において，その内容を全職員で確認をした。

八田中ホームページにも掲載中である。 

 ○１学期間でいじめを４件認知し，継続支援中（解消している状況が少なくとも３か月継続することが大事）で

ある。重大事態（生命心身財産重大事態・不登校重大事態）は，１件もなかった。 

 ○生徒総会に代わる代議員会において，生徒の総意で「いじめ０宣言」をすることができた。 

 〇１学期の不登校生徒（３０日以上欠席）は，５名（全欠は１名のみ）である。それ以外に，病欠による３０日

以上の欠席生徒が１名いた。昨年度１５名の不登校生徒が在籍していたことを考えると，改善傾向にある。 

 【課題】 

 ○いじめの取組について保護者に理解されていないところがまだある。また，困ったことがある時に相談できる

友だちや先生がいないと答えている生徒や保護者も少なくない。 

 ○不登校や不登校傾向にある生徒が昨年度よりも少なくなったとはいえ，皆無ではない。 

 【対策】 

 ○「学校いじめ防止基本方針」に則った取組を確実に行うとともに，年度末には見直しを行う。 

 〇校務の効率化を図り，生徒と向き合う時間を確保する。 

 〇スクールカウンセラー等による相談体制を確立するとともに，１年生全員のカウンセリングを実施する。 

 〇不登校傾向のある生徒に対する居場所づくりを行い，再登校や社会的自立を促す。 



 


